
1．論文  

文系の学生向けコンピュータネットワーク学習用コンテンツ  

岩田員典   

要旨  

コンピュータネットワークのみならず，コンピュータの仕組みそのものに不慣れな文科系の学生が   

学習しやすいように，どのようにコンテンツを作成するかについて述べる。   

本論文では次の3種類に分類されるコンテンツを作成する。  

1． 配布用資料（PDF）  

2． 提示用資料（Microsoft PowerPoint）  

3． 確認用資料（HTML）  

1の配布用資料は，講義で学生が使用するように作成したものである。図や文章中に含まれている   

キーワードは空欄となっており，講義を聞きながらそのキーワードを記入する形式の資料となってい  

る。  

2の提示用資料はその空欄などを説明するためのもので，講義で使用する。またこの資料は1，3   

とは異なりアニメーションを取り入れている。  

3の確認用資料は，1の配布資料におけるキーワードを強調した形でHTMLに変換したものである。   

提示用資料で聞き漏らしたキーワード等は本資料を利用することで確認することができる。また，   

HTMLで作成しているためPowerPointが見られないような環境においても，利用することができる。   

本論文では特に，1と3の資料を同時に作成するSmartDocについて解説する。最後にこれらの資料   

をどのようにして公開しているかを述べる。  

キーワード：文系向け教材，コンピュータネットワーク，SmartDoc  
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その一方でこれらの知識を身につけるのは  

容易ではない。それはコンピュータを専攻  

とした情報系の学科が多数あるにもかかわ  

らず，コンピュータやネットワークの仕組  

みを，きちんと身につけられている学生が  

少ないことからも明らかである。さらには，  

初心者向きと明示してあるコンピュータネ  

ットワーク学習用の書籍でさえ，情報技術  

を学習したことのない学生にとっては，内  

容を理解するのが困難である。これはコン  

ピュータや情報技術に関する知識はあるも  

のとして書かれているためである。そこで  

本論文では，情報技術に関する学習をほと  

んどしたことがない文化系の学生に，コン  

ピュータネットワークに関する基本的な知  

識を身に付けてもらうのを目的としたコン  

テンツの作成について述べる。本論文の構  

成は以下の通りである。第2章では作成す  

るコンテンツについて述べる。次に第3章  

ではSmartDocについて説明し，2章で述  

べた資料をどのように作成するかも説明す  

る。第4章で作成した資料の公開方法につ  

いて説明し，最後に本論文のまとめと今後  

の課題について述べる。  

1． はじめに   

Windows95の発売を契機にコンピュー  

タがそれまでよりも身近なものになり10  

年以上経過している。さらに，コンピュー  

タが身近になっただけではなく，インター  

ネットを含めたネットワークを利用するの  

も当たり前の時代となった。特にインター  

ネットはコンピュータからだけではなく，  

携帯電話からもアクセス可能になったこと  

で，コンピュータをほとんどさわったこと  

がない人でも利用するに至っている。この  

ような背景の元で，コンピュータネットワ  

ークに関する知識がないまま，ネットワー  

クを利用している人が多くなっているのが  

現状である。特に文化系の大学では，コン  

ピュータの基本的な利用方法は教えても，  

コンピュータの仕組みやネットワークの仕  

組みを教えているところは少ないといえる。  

これは大学に在籍している間にとどまらず，  

社会に出てからでも必要とされる知識がコ  

ンピュータの使い方に限られているからだ  

と言っても過言ではない。しかしながら，  

コンピュータやネットワークの仕組みを知  

らないままでこれらを利用していたのでは，  

システムなどにトラブルが生じた際に対処  

することが出来ない。このような状態は会  

社などで専門のスタッフがいるところでは  

問題とならないが，中小企業や自宅などで  

は大きな問題となる。そこで，コンピュー  

タの使い方のみならずコンピュータやネッ  

トワークの仕組みを理解し，トラブルに対  

処する方法を身につけることは重要である。  

2． 作成するコンテンツ   

文科系の学生がコンピュータネットワー  

クを学習しやすいように，次の3種類のコ  

ンテンツを作成した。  
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● PDF形式の配付資料  

● PowerPoint形式の提示資料  

● HTML形式の確認資料   

講義は配付資料を学生に配り，提示資料を  

示しながら説明をしていく方式を採用して  

いる。この方式においてPDF形式の配付資  

料は，重要なキーワードなどが空欄になっ  

ており，講義を聴きながらそれらを埋めて  

いく形をとっている。これは，配付資料に  

すべてが記載されていると，どこが重要か  

わかりづらいうえ，学生の集中力が散漫に  

なるからである。空欄があることで講義を  

聞き漏らすまいと真剣に話をきき，それが  

キーワードを覚える手助けとなる（図1）。  

スライドに記載される文字情報が多すぎる  

ため，要点だけを絞って記載している。そ  

して，講義においてはこの提示資料を見せ  

ながら，口頭でさらなる説明を行う。  

ネットワークではない  

」■  

図2 PowerPoint形式の提示資料1  

図3 PowerPoint形式の提示資料2   

確認用の資料の使い方は，上記2種類の  

資料とやや異なる。本資料の内容は配付用  

のPDFの資料とほぼ同じであるが，HTML  

形式になっており，ブラウザから確認する  

ことが出来る。また、この資料ではPDF  

では空欄になっていたキーワードなど埋め  

られた状態となっている。ただし，他の文  

字と同じ形式ではキーワードだとわからな  

いため，文字の色を変えた上で下線を引い  

ている（図4）。そのため，講義でキーワー  

ドを聞き漏らした場合でも本資料を見るこ  

とで，空欄になったままで放置されること  

図1PDF形式の配付資料   

一方，提示資料の内容は配付資料にリン  

クしているが，全く同じものというわけで  

はない。キーワードの部分は色を変えアニ  

メーションを利用することで，学生に重要  

だとわかりやすくしている。また，提示資  

料中の図は，配付資料にある図にアニメー  

ションを付加しわかりやすさを高めている  

（図2，図3）。さらには，配付資料にあ  

る文章をそのまま提示資料にしたのでは，  
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を防ぐことが出来る。本資料をPDF形式  

で作成しなかった理由は，PDFで公開する  

と空欄のあるPDFを利用しない学生が出  

てくるかもしれないと考えたからである。  

また，PowerPoint形式の提示資料をその  

まま見られるようにしなかったのは，  

Power Point形式のファイルを開くには専  

用のソフトウェアが必要だからである。  

HTML形式にしておけばよほどのことが  

ない限り Browserがインストールされて  

いるだけで見ることが出来るため，視認性  

が高いといえる1。  

3．1   SmartDoc とは  

SmartDocはⅩMLをベースにしたドキ  

ュメント生成ツールである2。SmaれDoc形  

式のドキュメントからHTML4．0，  

HTML3．2，LaTbX2e，JavaHelpおよび  

planeteXtを作成することが出来る。そう  

することで，単一のドキュメントから，  

WWWによる公開と，LaTbXによる高品質  

印刷，JavaHelpによるオンラインドキュ  

メントの生成，メール送信用のテキストの  

生成を一度に行える。  

3．2  SmartDoc のインストール   

SmartDocのインストールにはまず  

SmartDocの最新版を  

httl）：／／www．smartdoc．it）／download／から  

ダウンロードしてくる3。インストールと実  

行にはJavaが必要なのであらかじめイ  

ンストールしておく。JavaはJava2  

（JDKl．2）以降が必要である。ダウンロー  

ドしてきたファイルは「smartdoc－Ⅹ．y．Zip」  

（Ⅹ，yはバージョン情報）と名付けられて  

いる。拡張子がZIPになってはいるが。  

皿Zわ して使うわけではないので，その点  

には注意が必要である。   

インストールには，インストールプログ  

ラムを次のように起動する。  

コンピュータネットワークとは   

コンビュー頁の世界では，ネットワークとはコンピュータ同  
士を相互に接続することを意味します．これは，ケ」ブルで  
接続されていようと，電波によって無線で接続されていようと  
かまいません．複数のコンピュータがお互しりこ連絡の取れる  
状態で接続していれば，それはネットワークといえます．なの  
で，世界中のコンビュ」タがつながってし＼ても，院り合った2  
台のコンピュータが接続されていてもどちらも同じネットワー  
クということができます．  

図4 HTML形式の確認用資料  

3． SmartDoc   

本論文で作成しているコンテンツは3種  

類の形式に渡っている。そのためこれらを  

すべて作成するにはかなりの労力が必要と  

なる。そこで，少しでもその労力を減らす  

ために，本論文ではSmartDoc というツー  

ルを利用している。本章ではSmartDoc と  

その使い方について説明する。さらには，  

本論文で作成したコンテンツ向けの設定に  

ついても述べる。  

％java」arSmartdoc－1．1．zip  

2詳細はhttp：〟www．smartdoc．jp／を参照のこ  

と．  

3現在は1．1が最新であるが，ベータ版も  

ある．  

1pDFもOSによってはインストール直後には  

読めないので，HTML形式が使いやすいといえ  

る．  
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インストールディレクトリを聞かれるので  

入力する。デフォルト値で良い場合にはそ  

のままリターンを入力する。  

UNIXの場合には，生成されたスクリプト  

に実行権を付加する必要があるため，以下  

のコマンドを実行する。  

Installdirectory［de蝕ult：山sr／local／1ib／sdoc］：   ％chmoda＋Ⅹ山sr／local／bin／sdoc  

コマンドスクリプトのインストールディ  

レクトリも聞かれるので入力する。同じく  

デフォルト値で良い場合にはそのままリタ  

ーンを入力する。ただし，このディレクト  

リには実行パスが通っている必要がある4。  

スクリプトのインストールディレクトリに  

パスが通っていればすぐにでも実行が出来  

る。実行結果が以下のようになれば，正常  

に動作しているといえる。  

％sdoc－VerSion   

Copyright（c）1998－2003ASAMI，Tbmoharu．  

Allrightsreserved．  

SmartDocVbrsionl．1（20031212）by  

asami＠XMLSmartDoc．org  

Cormddirectory［de払ult：／us〟localn）in］：   

以下のように設定の確認をしてくるので  

良ければ「yes」を入力する。  

3．3  SmartDocの基本的な利用方法  

3．3．1 ファイルの作成   

基本的なファイルの書き方は図5の通り  

である。  

［Con丘guration］  

Insta11directory＝山s〟local／1ib／sdoc  

Commanddirectory＝山s〟localn）in  

Typeyestoinstall，nOtOre－enter，eXittoexit  

＞yes  
＜？xmlversion＝一1．0－encoding＝”EUC－JP”？＞  

＜docxml：1ang＝一っa－’＞  

＜head＞   

＜几ead＞   

＜bodp  

こんにちは！  

＜化ody＞  

＜／doc＞  

以下のようにインストールが実行される。  

Extractarchives．．．   

Generatescript．．．   

SCript＝山sr／local化in／sdoc  

Done．  

図5 SmartDocのサンプル  

4インストール後に追加することも出来る．  
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「＜head＞」タグ内にはタイトルなどを記述  

することができ5，本文に記述したい内容は  

上記のように「＜body＞」タグ内に記述す  

る。本文を記述する際に，段落の作成方法  

は以下の2通りある。  

● パラグラフタグ  

● 自然入力  

パラグラフタグは，段落を作成する際に  

「＜p＞」タグを使う方法である。一方，自  

然入力では，空白行を段落の変更と見なす  

方法である6。箇条書きや図・表などもタグ  

を使い記述することが出来る。そのため，  

SmartDocの文章作成にはLaTbXの知識  

よりも HTMLに関する知識の方が必要  

といえる。  

3．3．2 SmartDocファイルの変換   

作成したファイルを保存し，Sdocコマン  

ドにより HTMLやLaTbXのファイルに  

変換することが出来る。   

3．3．1節で説明したのと同様の内容のファ  

イルをHello．sdoc という名前で保存したと  

する。このSmartDocファイルからHTML  

を作成するには以下のコマンドを実行する。  

ヨンにパラメタとして1atex2eを指定する  

とLaTbX2eのドキュメントが生成される。  

％sdoc－format：latex2eHello．sdoc  

また，HTMLとLaTbX2eのファイルを同  

時に生成することもできる。両方のファイ  

ルを生成する場合には以下のように  

formatオプションにhtm14と1atex2eの両  

方を指定する。  

％sdoc－format：htm14，latex2eHello．sdoc  

3．3．3  プロパティファイルの利用   

3．3．2節のようにコマンド実行時にオプ  

ションを指定することで，複数の種類のフ  

ァイルを作成したり，作成するファイルの  

状態を設定したりするが出来る。しかしな  

がら，コマンドラインで入力する際に毎回  

これらのオプションを入力するのは非常に  

手間がかかる上に，入力間違いする可能性  

もある。そこでSmartDocでは  

SmartDoc．propertiesと名付けたファイル  

を作成し，その中に設定を記述することで  

コマンドラインで長いオプションを入力す  

る手間を省くことが出来る。Sdocコマンド  

は，コマンドを実行したディレクトリ内に  

SmartDoc．propertiesと言う名前のファイ  

ルがある場合のみ，このプロパティファイ  

ルの設定を利用する。SmartDoc．propertis  

の文法は通常のJavaのプロパティファイ  

ルと同じで”名前＝値”の形式を採用してい  

％sdocHello．sdoc  

この場合はHello．htmlのみが生成される。  

LaTbX2eのファイルを生成する場合には  

formatオプションを使う。formatオプシ  

5何が利用できるか詳しくはマニュアル（ⅩML  

SmartDoc公式リファレンスマニュアル ピア  

ソンエデュケーション）を参照のこと  

6 この方式はLaTbX と同じである．  
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＜de丘nename＝’■spacel’＞   

＜血e丘〉m如芦1止m14－＞   

＜！【cDAmkspanstyle＝”color＃99∝旧0；text－d∝Oration：underline‖可】細くルefer＞＜！【cDAⅡA匝span＞］］＞   

仙e＞   

＜血e丘）ma后■k鹿Ⅹ2e＞ k代鈷Ⅰ＞咄 仙   

〃de丘ne＞  

図6 キーワードのための設定  

る。また，”＃”でコメントも記述できる。   

前述のHello．sdocにおいてHTML と  

LaTeX2eのファイルを異なるディレクトリ  

に作成するためのSmartDoc．properties  

は図7のようになる。   

ここで，argumentOには通常は変換元の  

ファイルを指定する7。  

プロパティファイルに加えてスクリプトと  

独自のLaTbXの設定ファイルも利用して  

いる。本節ではプロパティファイル，スク  

リプト，LaTbXの設定ファイルについて説  

明する。  

3．4．1 本論文でのプロパティファイル   

本論文で説明している資料を作成するた  

めのプロパティファイルの内容を図10に  

示す。尚，「netWOrkXX．sdoc」の「ⅩⅩ」は  

資料の番号を示し01～10まで作成した。  

また，キーワードをPDF形式では空欄に  

し，HTML形式では色を変えて下線を引く  

ためにⅩMLのヘッダ部分に図6のような  

設定を加える。ヘッダに記述した設定を利  

用し，キーワードの部分は図8のように記  

述する。尚，図8においては改行がなさ  

argumentO＝Hello．sdoc  

払nna巨11tm14，1如ex2e  

packageFdir  

図7 SmartDoc．propertiesの例  

3．4  本論文で使用している設定   

本論文では第2章で説明したようにPDF  

形式の配付資料ではキーワードは空欄にな  

るようにしている。その一方で確認用の  

HTML形式の資料におい てキーワードは  

色を付けて下線を引いている。そのため  

SmartDoc．propertiesを利用して，このよ  

うな処理が行えるようにしている。ただし，  

すべての処理が行えるわけではないので，  

＜strong＞＜spacel＞コンピュータ同士を  

相互に接続する＜／spacel＞＜／strong＞  

れているが，実際は1行で記述している。  

図8 キーワードの設定  

3．4．2  スクリプトファイル   

本論文でのプロパティファイル3．4．1節  

で説明したプロパティファイルとⅩMLの  7厳密にはsdocコマンドに渡される引数を指  

定することになる．  
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ヘッダを利用し，キーワードを指定するこ  

とで，HTML形式においてはキーワードの  

色が変わり下線が引かれる。しかしながら，  

PDF形式においてキーワードは空欄には  

ならず，キーワードが残ったままになる（図  

9）8。そこで，このキーワードを空欄にす  

るための処理が必要となる。本論文ではそ  

のためのスクリプトを作成し，キーワード  

を空白に置き換えることで空欄を作成する。  

その際に文字列の長さを考慮している。そ  

のためのスクリプトを図11に示す。  

＃！／usr／bi山perl  

useFile：：Basename；  

requlre”jcode．pl”；  

＄count＝0；  

＄base＝basename（＄ARGV［0］，．．￥．tex‖）；  

＄newname＝＄base．”－SpaCe．teXT．；  

open（IN，一一＄ARGV【0］”）；  

open（OUT，‖＞＄newname－1）；  

while（＜IN＞）〈  

＄count＋＋；  

Chomp＄＿；  

＄＿＝句code－euc（＄」；   

if（／￥［．☆￥］／）‡  

print．’＄count￥n”；  

print．’＜＄jn一’；  

print．’”￥n”；  

s／￥［．＊￥］／make＿SpaCe（1ength（＄＆））／eg；  

print．’＞＄1n一’；   

）  

printOUT．’＄＿￥n”；  

）  

close（OUT）；  

close（IN）；  

submake＿SPaCe‡  

＄1ength＝＄＿［0］／2☆1．5；  

＄space＝‖【．．；   

for（＄i＝0；＄i＜＄1ength；＄i＋＋）‡  

＄space ＝＄space．一一 ‖  

〉  

＄space＝＄space．”］‖；  

〉  

【コンヒニ 引司士を上目■引二掛・計r克  

l  

図9 キーワードが残ったままのPDF  

argument〔FnetworkX．sdoc  

verbose＝tme  

format＝htm14，1atex2e  

SPlit＝SeCtion  

PaCkager＝dir  

htm14．css．ud＝‥血etwork．css  

latex2e．en00ding＝ISO－2022－JP  

latex2e．option＝tWOSide  

latex2e．class．article⇒sarticle  

latex2e．package＝graPhicx，1ecture  

latex2e．pagestyle＝払IICy  

latex2e．imageIJa＝htbp  

latex2e．box〒AscmacLaTbX2eBoxHandler  

latex2e．table＝AITayLaTbX2eTbbleHandler  

latex2e．program〒AllttLaTbX2eProgramHandler  

latex2e．console〒AllttLaTbX2eConsoleHandler  

図11空欄作成スクリプト  

文字列の長さを考慮して空欄を作成すると  

述べたが，単純に元々の文字列と同じ長さ  

の全角スペースを入れたのでは空欄が狭す  

ぎる。そこで本スクリプトでは，元々の文  

字列の長さの1．5倍となるように全角スペ  

図10 プロパティファイル  

8設定の段階で空欄にすることも可能ではある．  
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ースを挿入している（図12）．  

l  ］  

：．電波l＝よって無線で梓掟さ九ていようとかま－  

図12 空欄作成後のPDF  

4．資料の公開   

作成した資料のうち，配付資料は  

httl）：〟egど．aichi－u．aC．jT）／2007／にて公開し  

ている（図13）。   

●第1回イントロタクション  

図14 ユーザ名とパスワードの入力  

AnthUserFilenlOmefxxx／ⅩⅩX／network／．htpasswd  
AnthGroupFile／dev／null  
Ant，hName”Pleaseenterusernameandpassword．’  
Anth取peBasic   

requlreValid－uSer  
Satisfyany   

Orderdeny，allow  
allow丘omxxx．xxx．xx．xx  
dlow丘・Om127．0．0．1  
denyfromall  

●第2回コンピュータネットワーク  

．第3回2進数  

．第4回イーサネット  

．第5回アドレス  

．第6回プロトコ」しとOSI参照モデル  

．第了回TCP／IP  
．第日回ネットワークを支える技術  

●第9回」inuxを憤った蒲■習1  

．第10回」inuxを使った蒲■習2  

さ寅習用スクリプト  

図13 公開中の資料  

ただし，上記資料は学外から無条件でアク  

セスされるのを禁止している。これには，  

Apache9のアクセス制限を利用し，学外か  

らのアクセスに対してはユーザ名とパスワ  

ードが必要となっている10。尚，学内から  

のアクセスではユーザ名・パスワードとも  

に不要である。Apacheのアクセス制限の  

ための設定ファイルを図15に示す。  

図15 アクセス制限用設定ファイル  

また，図15で設定されている項目のうち  

「AuthUserFile」において，ユーザ名とパ  

スワードを保存しているファイルを示して  

いる。本ファイルは次のコマンドによって  

作成することが出来る。  

％htpasswd－℃．htpasswdusername  

Newpassword：  

Re－tyPeneWPaSSWOrd：  

「－C」オプションは新規ファイル作成時の  

みに必要である。「lJβem∂皿e」にはアクセ  

スする際のユーザ名を入力し，2度のパス  

9http：／／www．apache．jp／  

10詳しくは  

http：〟www．shtml．jp／htaccess／basic．html等を  

参照のこと  
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ワード入力を経てファイルに情報が付加さ  

れる。その際にパスワードファイルは暗号  

化されるため，本ファイルが流出したとし  

てもパスワードが漏れることはない。   

その他の資料はLMSllのCEAS12を利  

用し，http：〟neldb．aichi－u．aC．jp／にて公開  

している（図16，図17）。  

に作成するかについて述べた。コンテンツ  

としては3種類の資料を作成することで学  

習効果を高めた。特に配布用資料において  

は，空欄を穴埋めする形で学習を進めるこ  

とで重要項目の学習をしやすいようにした。  

また，本論文では配布用資料を作成するの  

に使用している SmartDocについて解説  

した。基本的な使い方から，空欄を含む資  

料の作成方法まで説明した。最後に作成し  

た資料の公開方法について説明した。   

今後は LMS を利用することで学生と  

の質疑応答等を通じて資料を改編していく  

とともに，より効果的な資料作成方法がな  

いか検討していく予定である。  

ロゲイン  

lDとパスワードを入力し、「ロクイン」ボタンをグノックして下さい。  

ID＝‖ 例＝gh9ロココヰ  

バスワード＝＋例冊  
く注）inに拝礼tる英文字はノト文字で入ブ1して下さい．  

バスワ、F壱£れに應はノこらら押して下きい。  

㌣⊂EAS  
亡叩  

図16 CEASのログイン画面  
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科目名Iホ     」ンヒーユー  

担任者名    岩田貝典  
系学才斗コース  
年度  
学期     毎  
曜日     全   

丸R別HPへ メニ」′、戻る  時β艮  

葉通ペノ  
諾1同声  

翫同声  

図17 授業実施画面  

5． まとめと今後の課題   

本論文では文系学生向けのコンピュータ  

ネットワーク学習用コンテンツをどのよう  

11LeamingManagementSystem（学習管理シス  
テム）  

12http：〟ceascom．iecs．kansai－u．aCjp／  

愛知大学情報メディアセンター  － 22 －  VOl．18，No．2，2008   



［7］やさしいJava活用編，第3版高橋   

麻奈，ソフトバンククリエイティブ，  

2005．  

［8］Apacheクックブックー珊ebサーバ管理   

者のためのレシピ集，ケン コール，リ   

ッチボーエン，林秀幸（翻訳），オラ   

イリージャパン，2004．  

［9］Apacheセキュリティ（単行本）アイヴ   

アンリステイク，クイープ（翻訳），   

オライリージャパン，2005．  

愛知大学情報メディアセンター  － 23 －  VOl．18，No．2，2008   


